
（切花） 2026年 10月 1日現在

上旬は入荷不安定、中旬以降安定出荷見込み。但し色目の偏りあり。

国産　鹿児島、長崎、佐賀産中心の入荷。

国産　11月上旬から中旬にかけて長崎、佐賀産出荷開始予定。

LAユリ
宮崎産が10月中旬より出荷開始予定。

但し、数量に限りあり。

九州大田直送（岩手産）中心の入荷。10月下旬で出荷終了。

遅い物で11月中旬以降の出荷になってくる。

※あくまでも予定情報ですので、ご理解のほどお願いいたします。

10月上旬は鹿児島産、長崎産中心、10月中旬以降宮崎産神馬出荷あり。

宮崎高千穂産に関しては入荷不安定。昨年と比較しても入荷減少傾向。

多少、九州大田直送あり。

輸入　昨年と比較しても入荷減少傾向。状況的には厳しい状況。

輸入　昨年と比較しても入荷減少傾向。特にSPｶｰﾈの入荷は厳しい。

ST/SP共に10月中旬以降入荷は増加傾向。

宮崎、福岡、長崎産中心の入荷。

オリエンタルユリ

りんどう

トルコ桔梗

バラ

熊本産に関しては10月末で出荷終了。宮崎産に関しては出荷はあるが

熊本県産に関しては入荷減少傾向。暖地の産地で早い物で10月中旬以降、

2026年 10月品目別状況

カーネーション

SP菊

小菊

大菊

品目名 状　況

作付けの関係上入荷は減少。新潟産出荷要請。

その他

ｽﾀｰﾁｽ/HBｽﾀｰﾁｽ

北海道産に関しては10月中旬で出荷終了予定。

宮崎、和歌山産に関しては11月上旬より出荷開始。

出荷始めは丈の短い物からの出荷、日を追うにつれ品質も安定してくる。

※ 10月5日（月）　バラ品種検討会・展示会開催。

※ 今年の夏場の雨不足もあり実付き枝物は入荷が厳しい状況。



（鉢物） 2026年 10月 1日現在

JA指宿の出荷は10月も隔週での入荷となる。

ポインセチア、プリンセチアに関しては、下旬から出荷が始まる。

【シンビジウム】

少量だが早出しが始まっており、下旬より増加して行く見込み。

ただ色の偏りがあるので、注文の際は、お問い合わせを。

【その他】

※あくまでも予定情報ですので、ご理解のほどお願いいたします。

10月中旬以降からは秋・冬商材が増加し、ようやく鉢花の季節に突入。

洋蘭

観葉

下半期の需要期となるが、各産地ともに開花遅延が生じている。

ピンク・赤リップなどの色物は減少傾向となっている。

【ミディ･コチョウラン】

【コチョウラン】

今年は、ミディ・コチョウランの方は、潤沢にある。

10月2週目まではやや減少傾向で推移し、中旬以降より増加傾向。

ただ引き合いが強い為、早目のWEB購入をお願いする。

デンファーレに関しては注文対応のみ。

2026年 10月品目別状況

苗物

鉢物

産地により谷間があるが、全体的に見れば大幅な欠品は無い。

出荷が始まる。本格的には下旬から。

2週目よりミニシクラメン(4寸)が始まり、3週目よりシクラメン(5寸)の

品目名 状　況

花苗に関しては、撫子・アリッサムなどの秋・冬商材が徐々にスタート。

下旬からはビオラ・ノースポール等の出荷も始まる。

上旬まではガーデンマム主体の出荷となる。

パンジーに関しては11月からの出荷を見込む。

野菜苗に関しては、例年並みの入荷を見込んでいる。

栄養系に関しては例年並みの入荷見込み。

全体的に例年並みの入荷を見込んでいる。

ガーデンシクラメンに関しても週を追うごとに増加傾向。


